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紹
　
介

田
島
智
子
著

『
屏
風
歌
の
研
究
　
論
考
篇

・
資
料
篇
』

丹
　
下
　
暖
　
子

田
島
智
子
氏
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
結
集
さ
れ
た

『屏
風
歌
の
研
究
』
は
、

新
稿
二
本
を
含
む
論
考
篇
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
和
歌
集
に
散
在
す
る
屏
風
歌
を

集
成
し
た
資
料
篇
か
ら
成
る
。
本
書
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
屏
風
歌
を

分
析
し
、
屏
風
歌
と
は
何
か
を
追
究
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
以
下
に
挙

げ
る
論
考
篇
の
構
成
か
ら
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。

序
章
、
第

一
章

「屏
風
歌
の
社
会
的
状
況
」、
第
二
章

「道
長
と
屏
風

歌
」
、
第
二
章

「
屏
風
歌
の
表
現
」
、
第
四
章

「
屏
風
歌
の
題
材
」
、
第

五
章

「屏
風
歌
の
影
響
」
、
第
六
章

「
屏
風
の
実
態
」、
終
章

論
考
篇
が
考
察
対
象
と
す
る
の
は
、
九
世
紀
末
頃
か
ら
十

一
世
紀
半
ば
頃

ま
で
。
屏
風
歌
が
流
行
し
、
衰
退
す
る
ま
で
の
こ
の
期
間
を
、
屏
風
歌
詠
作

を
請
け
負

っ
た
歌
人
の
顔
ぶ
れ
の
交
代
に
着
目
し
、
古
今
集
時
代
、
後
撰
集

時
代
、
拾
遺
集
時
代
の
三
期
に
分
け

（序
章
）、
考
察
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

第

一
章
で
は
、
屏
風
歌
制
作
に
関
わ
る
人
々
に
注
目
す
る
。
ま
ず
屏
風
歌

の
注
文
主
と
い
う
観
点
か
ら
、
古
今
集
時
代
前
半
は
主
に
天
皇
や
皇
族
関
係

の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
屏
風
歌
が
、
次
第
に
臣
下
に
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ

と
を
指
摘
す
る

（第

一
節
）。
拾
遺
集
時
代
に
は
藤
原
道
長
が
中
心
と
な
り
、

屏
風
歌
制
作
に
関
与
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

歴
史
的
な
展
開
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
節
以
下
で
は
道
長
が

中
心
と
な
る
拾
遺
集
時
代
の
様
相
を
、
屏
風
歌
に
関
わ
っ
た
公
卿
達
に
着
目

し
て
考
察
し
て
い
る
。

道
長
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
第
二
章
で

「寛
仁
二
年
頼
通
大
饗
屏
風
」
を

取
り
上
げ
、
分
析
さ
れ
て
い
る
。
関
連
の
和
歌
資
料
や
古
記
録
の
検
討
か
ら
、

屏
風
歌
を
巧
み
に
利
用
し
た
道
長
の
政
治
的
意
図
が
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が

２つ
。第

二
章
か
ら
第
五
章
は
、
屏
風
歌
の
表
現
や
題
材
を
通
史
的
に
見
る
こ
と

で
各
時
代
の
特
色
や
変
遷
を
追
い
、
屏
風
歌
が
和
歌
史
の
中
で
果
た
し
た
役

割
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
五
章
は
書
き
下
ろ
し
。
古

今
和
歌
六
帖
及
び
初
期
定
数
歌

・
歌
合
と
の
関
係
を
詳
し
く
調
査
し
、
屏
風

歌
が
ど
の
よ
う
な
形
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
る
。

第
六
章
第

一
節

「
屏
風
歌
の
制
作
法
」
は
、
本
誌
第
四
十
七
輯

（昭
和
六

十

一
年
四
月
）
に
発
表
さ
れ
た
同
名
論
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
個
々
の
屏
風
歌
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
屏
風
歌
を
詠
む
方
法
に
は
従
来
言

わ
れ
て
き
た
言
葉
の
題
の
み
を
与
え
ら
れ
る
場
合
の
他
、
歌
人
達
が
絵
を
直

接
見
て
詠
む
場
合
も
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
が
屏
風
歌
に
与

え
た
影
響
を
指
摘
す
る
。
第
二
節
で
は
屏
風
歌
そ
の
も
の
の
考
察
か
ら
離
れ
、

物
語
に
お
け
る
屏
風
、
障
子
の
実
態
、
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。
い
ず
れ
も

屏
風
歌
を
追
い
か
け
て
こ
ら
れ
た
氏
な
ら
で
は
の
着
眼
点
に
よ
る
論
考
で
あ

Ｚり
。資
料
篇
は
、
氏
が
多
年
に
わ
た
っ
て
収
集
、
整
理
さ
れ
た
屏
風
詩
歌
資
料

を
公
開
さ
れ
た
も
の
。
周
知
の
と
お
り
、
屏
風
歌
研
究
は
、
ま
ず
勅
撰
集
や

私
家
集
、
日
記
な
ど
に
散
在
す
る
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
資
料
篇
の
刊
行
に
よ
り
、
屏
風



ご
と
、
時
代
ご
と
の
通
覧
が
容
易
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
資
料
篇
で

は
、
後
拾
遺
集
時
代
以
後
の
も
の
も
含
み
、
二
四
九
点
、
三
千
首
近
く
の
屏

風
歌
に
つ
い
て
詳
細
な
考
証
を
加
え
、
成
立
年
、
題
材
、
詞
書
、
歌
、
他
本
、

さ
ら
に
は
関
連
論
文
ま
で
一
覧
で
き
る
よ
う
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
充
実

し
た
索
引

（和
歌
の
全
句
索
引
、
歌
材
索
引
な
ど
）
も
あ
り
、
至
便
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
本
書
が
屏
風
歌
研
究
必
携
の
書
と
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

随
所
に
表
を
用
い
、
新
知
見
に
富
ん
だ
研
究
成
果
を
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ

た
論
考
篇
、
丁
寧
な
考
証
に
基
づ
き
整
理
さ
れ
た
資
料
篇
は
、
と
も
に
屏
風

歌
研
究
の
裾
野
を
広
げ
る
も
の
で
も
あ
る
と
思
う
。
な
お
、
氏
に
は
本
書
に

ま
と
め
ら
れ
た
論
考
以
外
に
、
「拾
遺
集
の
配
列
と
屏
風
歌
―
配
列
に
広
が

る
屏
風
絵
―
」
「
中
古
文
学
』
七
十
八
、
平
成
十
八
年
十
二
月
、
中
古
文
学

会
賞
受
賞
論
文
）
な
ど
も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。
氏
の
更
な
る
ご

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

（和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
二
月
、
論
考
篇
四
五
三
頁

・
資
料
篇
七
四
五
頁
、

本
体
価
格
二
五
、
○
○
○
円
）

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―


